
な
者
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

２
点
の
内
容
で
あ
る
。
ま
た
、
救
済
の
申
し

立
て
の
内
容
は
、
誠
実
な
団
体
交
渉
を
再
開

す
る
こ
と
、
団
体
交
渉
の
結
果
が
妥
結
さ
れ

る
ま
で
の
間
は
改
正
前
の
給
与
を
支
給
す
る

こ
と
の
２
点
で
あ
る
。

問
裁
判
等
に
な
れ
ば
経
費
が
掛
か
る

の
を
承
知
で
、
な
ぜ
職
員
組
合
と

真
摯
に
交
渉
せ
ず
、
改
正
例
規
を
運
用
し

た
の
か
。

答
無
年
金
期
間
を
無
く
す
た
め
で
あ

る
。

問
過
去
に
職
員
組
合
と
の
紛
争
で
、
協

定
を
結
ん
で
い
る
が
、
承
知
し
て
い

る
の
か
。

答
十
分
承
知
し
て
い
る
。

問
そ
の
際
に
、
弁
護
士
等
の
経
費
は
、

い
く
ら
掛
か
っ
た
の
か
。

答
着
手
金
が
52
万
５
０
０
０
円
、
報
酬

が
１
０
０
万
円
、
職
員
の
時
間
外
勤

務
に
つ
い
て
は
デ
ー
タ
が
残
っ
て
い
な
い
。

問
三
条
市
独
自
の
政
策
に
関
す
る
費
用

な
の
だ
か
ら
、
三
条
市
独
自
で
対
応

す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

答
職
員
だ
け
で
は
専
門
的
な
知
見
に
足

り
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問
行
政
運
営
に
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

が
必
要
。
目
先
の
コ
ス
ト
削
減
が
最

終
的
な
コ
ス
ト
増
と
な
ら
な
い
よ
う
、
ま
た

職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
低
下
が
市
民
サ
ー

ビ
ス
低
下
と
な
ら
な
い
よ
う
な
人
事
政
策
を

行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
は
も
ち
ろ
ん
必

要
。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉

が
言
い
訳
と
な
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下

さ
せ
な
い
よ
う
適
切
な
人
事
政
策
を
行
っ
て

い
く
。

報
第
１
号

問
小
規
模
災
害
生
活
再
建
資
金
貸
付
金

９
０
０
万
円
を
被
災
者
が
活
用
し
て

い
な
い
要
因
は
何
か
。

答
８
月
末
ま
で
が
申
し
込
み
期
限
だ

が
、
今
後
、
生
活
再
建
に
向
け
た
支

払
い
方
法
な
ど
の
め
ど
を
検
討
さ
れ
る
こ
と

も
推
察
さ
れ
、
被
災
者
か
ら
の
照
会
・
相
談

に
は
丁
寧
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

市
政
の？を

問
い
ま
し
た

議
第
３
号

問
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、
政

府
は
新
た
に
地
方
法
人
税
を
一
部
国

税
化
し
、
地
方
交
付
税
の
原
資
に
す
る
と
し

て
い
る
。
こ
の
改
正
で
三
条
市
へ
の
影
響
は

ど
う
か
。

答
一
部
国
税
化
に
よ
る
地
方
交
付
税
の

配
分
に
つ
い
て
は
現
段
階
で
不
明
。

　

三
条
市
の
税
率
引
き
下
げ
の
影
響
は
、
約

１
億
７
０
０
０
万
円
の
減
収
。
地
方
消
費
税

交
付
金
は
当
初
予
算
で
１
億
３
０
０
０
万
円

の
増
と
見
込
ん
で
い
る
。

問
今
回
の
改
正
で
軽
自
動
車
税
の
税
率

が
引
き
上
げ
ら
れ
る
。
市
民
へ
の
影

響
と
三
条
市
へ
の
税
収
は
ど
の
程
度
か
。

答
原
付
バ
イ
ク
、
オ
ー
ト
バ
イ
な

ど
の
標
準
税
率
の
引
き
上
げ
で

約
１
２
０
０
万
円
、
軽
四
輪
等
は
、
約

９
０
０
万
円
の
増
を
見
込
ん
で
い
る
。

問
新
た
に
軽
自
動
車
に
重
課
税
が
導
入

さ
れ
る
。
13
年
経
過
し
た
時
点
で

１
・
８
倍
も
増
税
す
る
こ
の
制
度
は
、
物
を

大
切
に
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
理
不
尽
な
制

度
だ
。
こ
の
制
度
の
見
解
と
該
当
す
る
車
両

の
数
、
税
収
は
ど
の
程
度
か
。

答
重
課
税
の
導
入
は
、
軽
自
動
車
に
も

ク
リ
ー
ン
化
を
進
め
る
観
点
か
ら
導

入
さ
れ
た
と
理
解
し
て
い
る
。
対
象
台
数
は

６
８
７
３
台
、
税
収
は
約
２
８
０
０
万
円
と

見
込
ん
で
い
る
。

議
第
６
号

問
国
の
条
例
制
定
基
準
の
見
直
し
等
が

行
わ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
は
何
か
。

答
平
成
25
年
８
月
に
京
都
府
福
知
山
市

で
死
者
３
名
・
負
傷
者
56
名
を
出
し

た
花
火
大
会
火
災
を
踏
ま
え
、
同
様
の
事
故

を
防
止
す
る
た
め
に
見
直
し
が
図
ら
れ
た
。

議
第
12
号

問
ふ
る
さ
と
三
条
応
援
寄
附
金
の
在

り
方
に
つ
い
て
の
検
討
は
行
っ
て

い
る
か
。

答
こ
れ
ま
で
の
理
屈
通
り
の
や
り
方

で
は
な
く
、
お
礼
品
の
充
実
に
か

じ
を
切
る
。
や
る
か
ら
に
は
全
国
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
を
目
指
し
、
１
万
円
以
上
の
寄
附

者
に
は
３
年
間
有
効
な
還
元
率
60
％
の
ポ

イ
ン
ト
を
進
呈
し
、
特
産
品
の
組
み
合
わ

せ
も
自
由
に
で
き
る
と
い
う
仕
組
み
を
10

月
か
ら
開
始
す
る
。

議
第
14
号

問
入
札
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
不
調
が

続
出
し
て
い
る
こ
と
は
全
国
的
な
傾

向
で
は
あ
る
が
、
予
定
価
格
の
設
定
に
問
題

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
何
度
か
指
摘
し
て

い
る
。
今
回
の
予
定
価
格
に
は
議
会
で
指
摘

し
た
資
材
の
高
騰
や
建
設
労
務
者
、
鉄
筋

工
、
型
枠
工
な
ど
の
建
設
労
働
者
が
不
足
し

て
い
る
こ
と
な
ど
を
十
分
に
考
慮
し
た
上
で

設
定
し
た
の
か
。

答
今
回
の
予
定
価
格
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
経
済
情
勢
、
部
材
の
高
騰
後
の

単
価
、
労
務
単
価
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
決

定
し
た
も
の
で
あ
り
、
適
正
な
予
定
価
格
と

認
識
し
て
い
る
。

議
第
15
号
お
よ
び
議
第
16
号

問
新
潟
県
労
働
委
員
会
に
行
っ
た
申
し

立
て
の
中
で
、
組
合
交
渉
に
お
い
て

ど
う
い
う
不
当
労
働
行
為
が
あ
っ
た
の
か
。

救
済
申
し
立
て
の
内
容
は
何
か
、
つ
ま
び
ら

か
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

答
申
し
立
て
の
趣
旨
は
、
一
連
の
団
体

交
渉
が
不
誠
実
な
団
体
交
渉
だ
と
い

う
主
張
と
、
そ
の
交
渉
に
当
た
る
者
が
適
当

議席図
図中の番号は議席番号です。

傍 聴 席

21
西川重則

22
阿部銀次郎

23
下村喜作

24
佐藤和雄

25
久住久俊

26
髙坂登志郎

13
佐藤宗司

14
横山一雄

15
杉井 旬

16
森山 昭

17
武石栄二

18
熊倉 均

19
野崎正志

20
小林 誠

５
山田富義

６
岡田竜一

７
藤田博史

８
名古屋豊

９
野嵜久雄

10
笹川信子

11
坂井良永

12
武藤元美

１
河原井拓也

２
酒井 健

３
伊藤得三

４
長橋一弘質問席

演壇
理事者側席 理事者側席

議長

〔一般質問〕　議員による市政に対する一般質問の方法として、これまでの一括質問方式に一問一答方式と
分割質問方式を加えました。これは、今まで質問とそれに対する答がわかりにくいというご意見があった
こと、また議会運営委員会での議事運営に関する先進地視察で得たもので、どのような方法がいいのか議
論し、検討を行った結果６月定例会から運用しました。
　これからは、これまで以上に議論を深め、市民の皆さんにわかりやすくお伝えしていきたいと思います。

《平成26年６月定例会における一般質問通告状況》
　　一括質問方式　４人　　　一問一答方式　９人　　　分割質問方式　２人

6
月
定
例
会
で

は
、3
会
派
が

質
疑
・
大
綱
質
疑

を
行
い
ま
し
た
。

質
疑
・
大
綱
質
疑
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